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同友会の三つの目的

　

三
月
三
日
の「
桃
の
節
句
」は
、古
代
中
国
の
上

巳
の
節
句
が
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。元
々
は
旧

暦
三
月
の
最
初
の
巳
の
日（
上
巳
の
日
）に
行
わ

れ
、脱
皮
を
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
巳（
ヘ
ビ
）に
ち

な
ん
で
、心
身
を
祓
い
清
め
る
行
事
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。や
が
て
女
の
子
の
健
康
と
成
長
を
祈
る

ひ
な
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。▼
古
く
は
人
形
を
川

や
海
に
流
し
て
、心
身
を
祓
い
清
め
る
習
わ
し
が

あ
り
ま
し
た
が
、室
町
時
代
以
降
、女
の
子
の
成

長
と
ご
縁
を
願
い
、皇
族
の
婚
礼
の
し
き
た
り
に

従
っ
て
作
ら
れ
た
ひ
な
飾
り
を
飾
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。家
庭
で
は
ハマ
グ
リ
の
お
吸
い
物
、ち
ら

し
寿
司
、白
酒（
甘
酒
）、ひ
な
あ
ら
れ
を
食
べ
て

お
祝
い
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（「
にっ
ぽ
ん
の

七
十
二
候
」枻
出
版
社
よ
り
）▼
さ
る一月
三
十
日

（
火
）に
滋
賀
同
友
会
新
春
例
会・賀
詞
交
換
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。昨
年
の
新
春
例
会
は
大

雪
に
見
舞
わ
れ
、代
表
理
事
各
位
の
ご
英
断
で
、

例
会
は
リ
モ
ー
ト
開
催
、賀
詞
交
換
会
は
中
止
で

し
た
。２
０
２
１
年
か
ら
続
い
た
コ
ロ
ナ・パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
が
明
け
て
、や
っ
と
リ
ア
ル
の
新
春
例
会
が

開
催
で
き
る
と
思
っ
た
矢
先
で
し
た
。▼
久
方
ぶ

り
の
リ
ア
ル
の
賀
詞
交
換
会
で
ゲ
ス
ト
の
ご
参
加

も
多
く
、大
変
喜
ば
し
い
、と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
す
が
、記
念
講
演
で
立
命
館
大
学
の

河
音
教
授
の
大
変
厳
し
い
世
界
経
済
、日
本
経
済

の
実
情
と
展
望
を
伺
い
ま
す
と
、は
な
は
だ
暗
い

気
持
ち
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
は
小
職
だ
け
で
は
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 〈
乃
木
口
〉

同
友
遠
近
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1. よい会社をめざす
2. よい経営者になろう
3. よい経営環境をめざす

2023年度
スローガン

地域課題を経営課題とし、
ピンチをチャンスにして同友会らしい黒字企業へ！

協賛広告募集中！ このサイズで 年12回掲載し 60,000円！
滋賀同友会では、会員が持つ経営資源の交流と
同友会運動の自主財源確保を図ることを目的に、
広報「同友しが」への有料広告を掲載しています。
広告掲載を希望される方は、以下をご確認の上、
同友会事務局までご連絡をお願いします。

【発行部数】1,000部／月　8頁／部
【配 布 先】会員企業（600社）・関係団体（教育機関・行政他）
【掲載期間】2024年4月～2025年3月まで12ヶ月
【募集枠数】6枠（原稿は各自で作成願います）
【掲 載 費】年12回で60,000円（一括前納）※掲載回数は相談に応じます。

※同友会事務局：電話 077（561）5333　担当：廣瀬   E-mail  jimu@shiga.doyu.jp

理事会だより　＜第11回理事会報告＞

2024年度役員候補者の推薦について 第46期経営指針を創る会をスタート！

と　き　2024年2月5日（月）  15：00～17：30　　　ところ　キラリエ草津
出席者　水野・永井・青栁・蔭山・石川・七黒・石川・上田・鵜飼・加賀山・川邉・北川・嶋田・中野・田中・寺田・松﨑・
　　　　三峰・宮川・安井・廣瀬・奥村　オブ） 太田・岩下　　計24人

1．水野代表理事より新春例会のお礼と会員増強の呼びかけが行わ
れ、七黒副代表理事を議長に議事を進行しました。

　以下（　）内は担当理事名
2．報告事項：①中同協新春幹事会、関西ブロック代表者会議の報告
（水野、永井、青栁）②2024年新春例会・賀詞交換会の参加結果、
感想（田中）③令和6年能登半島地震に関する支援金10万円の
送金（奥村）

3．承認事項：1）退会5人の提案と承認（奥村）会員数589名。　2）東
近江市JAZZフェスの後援名義使用承認（廣瀬）　3）京都新聞社会
福祉財団選考委員に宮川ユニバーサル委員長委嘱承認(廣瀬)

4．協議･審議事項
1）e-doyu「行事登録」利用申合せの決定（廣瀬）　2）2024年度理

事会日程を次回理事会で決定（奥村）　3）2025年近畿圏女性部
合同例会in滋賀開催の提案と決定（松﨑）　4）同友会ホームペー
ジリニューアル業者の選考方法、広報委員会で再検討（川邉）　5）
2027年度青年経営者全国交流会への立候補決定（三峰）　6）第
33回滋賀県経営研究集会を7月17日（水）午後～ホテルニューオ
ウミで開催決定（太田・三峰）　7）第46回定時総会・一般社団法人
設立総準備状況（嶋田）　8）2024年度合同入社式・新入社員研
修の実施を決定（中野）　9）嶋田理事より経営実践報告　10）第
12回理事会　とき：3月6日（水）15：00～17：30 会場：キラリエ
草津　11）永井代表理事より年度末の会員増強推進が強調され
閉会。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　会員は誰もが同友会の組織（総務会、理事会、支部・ブロック、委員
会、部など）の推薦をもって役員候補になることができますので、ここに
公告いたします。
1.役員（理事・会計監査・名誉役員）の推薦・選考基準
（1）同友会理念を正しく理解する姿勢をもち、企業経営にいかそうと
している方。

（2）経営指針による経営、社員共育、共同求人等を積極的に実践し
ようとされている方。

（3）組織経営をめざし、財務体質が健全で、労働環境の改善を積極
的に取り組んでいる方。

（4）会員増強に実績があり、今後も積極的に仲間を増やそうと努力し
ている方。

（5）概ね会歴3年以上で、正副支部長または正副委員長の現役また
は経験がある方。

（6）同友会全般の会議・行事のいずれにも、組織の代表としての自覚
をもって全出席を心がける方。

2.役員候補の受付期間と場所
　2024年3月4日（月）9：00～11日（月）17：00まで
　受付場所　滋賀同友会事務局
　書面または電子的データによる提出をもって受け付けます。

以上

　1月12日（金）18：00から
20：30まで草津市の「トラッ
トリア・デラメーラ」に於い
て、第46期経営指針を創
る会のオリエンテーション
が開催され、受講者15名
とＯＢ・ＯＧ合わせて23名
が参加しました。

　加賀山望総合座長（経営労働委員長）による「経営指針を創る会
を受講するにあたって」では、受講者とＯＢ・ＯＧの心構えを30分にわ
たって丁寧に解説いただきました。
　また、川邉和明副委員長より「人を生かす経営と経営指針を創る
会」というテーマで実践報告がありました。
　また、前期（45期）修了者の寺田俊介さんより第1講の課題につい
てのプレゼンがありました。
　オリエンテーションは20：30で終了し、そのあと受講者とＯＢ・ＯＧ合
同で懇親会がもたれました。

（記　川邉和明）
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60
年
以
上
続
く

食
品
加
工
機
械
メ
ー
カ
ー

御
社
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
は
。

細
見　

創
業
は
1
9
6
2
年（
昭
和

37
年
）に
な
り
ま
す
。時
代
背
景
か

ら「
今
後
は
ス
テ
ン
レ
ス
素
材
の
食
品

加
工
機
械
が
成
長
す
る
」と
予
測
し

た
祖
父
が
、当
時
、共
に
働
い
て
い
た

仲
間
と
ス
テ
ン
レ
ス
製
缶
板
金
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

O
E
M
製
造
で
も
経
験
を
積
む
中
、

肉
の
ス
ラ
イ
サ
ー
で
国
内
を
リ
ー
ド

す
る
企
業
の
依
頼
で
、ハ
ン
バ
ー
グ
や

蒲
鉾
な
ど
の
タ
ネ
を
攪
拌
す
る
ミ

キ
サ
ー
の
製
造
を
始
め
ま
し
た
。

徐
々
に
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、

祖
父
が
他
界
し
た
後
は
祖
母
が

2
0
0
9
年
ま
で
20
年
以
上
代
表

を
務
め
、小
さ
い
な
が
ら
も
食
品
加

工
機
械
メ
ー
カ
ー
と
し
て
名
前
を
連

ね
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
大
学
院
ま
で
化
学
を
専
攻

し
、家
業
を
継
ぐ
イ
メ
ー
ジ
を
持
って

い
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、卒
業
す

る
こ
ろ
、現
社
長
で
あ
る
父
が「
バ
ト

ン
を
つ
な
ぐ
」た
め
に
、会
社
を
引
き

継
ぐ
話
を
聞
き
、改
め
て
当
社
の
歴

史
を
考
え
、家
業
を
引
き
継
ぐ
覚

悟
を
決
め
ま
し
た
。以
来
、工
場
で

職
人
が
図
面
を
描
い
て
い
る
様
子
を

見
な
が
ら
、独
学
で
機
械
設
計
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。2
0
2
4
年
に

は
、父
か
ら
代
表
職
を
受
け
継
ぐ
予

定
で
す
。

大
き
な
可
能
性
を
秘
め
る

市
場

「
業
界
か
ら
の
声
」が
財
産

業
界
の
様
子
と
現
在
の
事
業

展
開
と
は
。

細
見　

食
品
加
工
機
械
は
、ド

イ
ツ
が
先
駆
け
で
す
が
、市
場

で
は
日
本
な
ら
で
は
の
丁
寧
な

モ
ノ
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、国
産
メ
ー
カ
ー
の
ニ
ー

ズ
が
高
く
、機
械
の
高
機
能
化

な
ど
チ
ャ
ン
ス
は
大
き
い
市
場
と
言

え
ま
す
。

　

当
社
の
主
力
機
械
は
、具
練
り・

洗
い・
粉
体
の
攪
拌
に
最
適
な
ミ
キ

サ
ー
と
、各
種
機
器
へ
原
材
料
を
投

入
す
る
リ
フ
ト
ボ
ー
イ
の
2
機
種
で

す
。基
本
的
に
は
す
べ
て
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
で
製
作
し
ま
す
。ミ
キ
サ
ー一機

で
約
3
か
月
、リ
フ
ト
ボ
ー
イ
一
機
で

約
1・5
か
月
。常
に
ミ
キ
サ
ー
、リ
フ

ト
ボ
ー
イ
の
受
注
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

機
械
構
造
は
普
遍
的
な
部
分
が

あ
り
ま
す
が
、操
作
性
の
安
全
規
格

は
厳
し
く
な
って
き
て
い
ま
す
。ま
た
、

制
御
を
行
う
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
操
作
、自

動
運
転
パ
タ
ー
ン
な
ど
機
能
面
の
充

実
の
ほ
か
、見
た
目
の
美
し
さ
も
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。モ

ノ
づ
く
り
は
出
荷
す
る
ま
で
が
勝
負

で
す
が
、出
荷
し
て
か
ら
気
付
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。常
に
フ
ィ
ー
ド
バッ

ク
し
、毎
年
、改
良
を
加
え
、少
し
ず

つマ
イ
ナ
ー
チ
ェン
ジ
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

私
が
こ
の
業
界
に
入
り
、食
品

メ
ー
カ
ー
や
商
社
、加
工
業
者
に
顔

を
覚
え
て
も
ら
う
ま
で
10
年
か
か
り

ま
し
た
。機
械
設
計
は
独
学
と
言
い

ま
し
た
が
、こ
う
し
た
人
々
と
の
つ
な

が
り
の
中
で
、教
わ
っ
た
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
。い
た
だ
い
た
ご
意
見
や

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
を
貴
重
な
財
産

と
し
て
反
映
し
、今
後
は
価
格
に
転

換
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

人
員
増
加

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

サ
ー
ビ
ス
領
域
の
拡
大
へ

課
題
や
今
後
の
展
望
と
は
。

細
見　

顧
客
、ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
関
係
性
を
強
化
す
る
こ
と

で
す
。よ
り
良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
構
築
し
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

の
付
加
価
値
を
創
造
し
て
い
き
た
い

で
す
。例
え
ば
、1
年
目
点
検
、3
〜

5
年
目
単
位
な
ど
定
期
的
な
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
計
画
を
サ
イ
ク
ル
と
し
て
組

み
込
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。か
つ
、他

社
製
品
を
含
め
た
修
理
点
検
を
取

り
扱
え
れ
ば
、食
品
メ
ー
カ
ー
の
安

全
性
維
持
に
貢
献
す
る
と
同
時
に
、

設
備
投
資
の
更
新
時
期
を
把
握
し
、

新
規
受
注
計
画
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。さ
ら
に
機
械
単
体

の
受
注
だ
け
で
は
な
く
、前
後
機
械

を
合
わ
せ
た
ラ
イ
ン
受
注
も
今
後
提

案
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
と
新
規

受
注
を
現
在
の
倍
以
上
を
目
指
し

て
い
き
た
い
で
す
。そ
の
た
め
に
は
人

員
増
加
が
不
可
欠
で
す
。現
在
は
経

験
者
を
中
心
に
採
用
し
て
い
ま
す
が
、

5
年
以
内
に
は
若
い

人
材
も
採
用
し
て

「
自
ら
考
え
実
行
で

き
る
」人
材
の
強
化

を
図
り
た
い
で
す
。

　

現
在
、加
工
業
者

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

構
築
し
て
い
ま
す
。設

計
お
よ
び
加
工
の
心

臓
部
分
は
自
社
で
担

い
、そ
の
他
の
加
工
は

得
意
と
す
る
業
者
に

任
せ
る
こ
と
で
、顧
客
の〝
お
困
り

事
〞に
も
小
回
り
よ
く
幅
広
く
お
応

え
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
、滋
賀
工
業
所
の
事

業
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
多
く

の
関
係
会
社
お
よ
び
関
係
者
と
の
取

り
組
み
を
よ
り
密
な
も
の
に
育
て
、

「
食
品
加
工
機
械
の
発
展
」に
寄
与

で
き
る
よ
う
今
後
一
層
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

「ようやく面白くなってきた」
と話すのは、食品加工機器
の製造で60年以上の歴史
を持つ有限会社滋賀工業所
の専務執行役員、技術開
発・営業本部長を兼任する
細見 卓さん（滋賀県中小企
業家同友会大津支部）。
ニッチ市場に挑む同社の現
状と今後の展開とは。
〔取材／有限会社ウエスト
　　　  2023年12月19日〕

vol.152

大津市富士見台5-24
TEL：077-537-3563

「モノづくりはいろんな人を参加させる必要がある。参加意識を持
つことで責任感が生まれる。いい機械を出荷するときは拍手で送
り出すことで喜びを分かち合える」と代表取締役の細見信雄さん。

■同友会に入ったきっかけ
大阪の加工業者さんから同
友会の良さをお聞きし、株式

会社Honkiの石川朋之さんを通じて11月
に入会させてもらいました。

■入会してよかったこと
合同例会に参加し、経営者の皆さんのさ
まざまなお話が大変勉強になりました。
経営者は孤独なところがありますが、仲
間ができるのはうれしいことです。

同友会に
ついて

有限会社 滋賀工業所

ステンレス製機械の耐用年数はおおむね8～10年。使い方に
よっては30年以上寿命がある機械も。食品業界のコンプライア
ンス意識の高まりにより、大企業だけでなく中小企業もメンテナ
ンスや交換頻度が増加。加工機械メーカーにとっては追い風に。

パターンコントロール
ミキサー
パターンコントロール
ミキサー リフトボーイリフトボーイ
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【
1
】主
要
経
済
指
標
か
ら
み
た
、

今
日
の
日
本
経
済
、

世
界
経
済
の
様
相

　

今
年
に
入
って
、日
本
だ
け
で
な
く
世

界
的
な「
大
転
換
期
」を
迎
え
て
い
る
。

2
0
2
1
年
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ・パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
23
年
に
収
束
を
見

せ
、欧
米
で
は
そ
の
反
動
と
も
言
え
る

需
要
が
拡
大
し
、物
価
と
人
件
費
が
高

騰
し
経
済
成
長
が
進
ん
で
い
る
。日
本

も
物
価
高
騰
し
て
い
る
が
、為
替
レ
ー

ト
が
円
安
に
働
い
て
い
る
た
め
に
輸
入

物
価
が
高
騰
し
全
体
の
物
価
高
騰
を

押
し
上
げ
て
い
る
。過
去
30
年
間
成
長

が
低
迷
し
て
い
る
の
は
日
本
だ
け
で

あ
る
。こ
れ
は
日
本
の
構
造
的
な
趨
勢

が
そ
う
さ
せ
て
い
る
。国
内
の
成
長
が

落
ち
込
ん
で
い
る
の
は
、実
質
賃
金
の
低

迷
に
原
因
が
あ
る
。実
質
賃
金
が
上
が

ら
な
い
か
ら
国
内
需
要
が
拡
大
し
な
い
。

そ
こ
で
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
し
て
凌
い
で

来
た
の
で
長
く
デ
フ
レ
が
続
い
て
い
る
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ
、さ
わ
や
か
で
透
き
通
っ
た
冬
の
空
気
に

包
ま
れ
た
、2
0
2
4
年
1
月
30
日（
火
）16
時
よ
り
ク
サ
ツ

エ
ス
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
於
き
ま
し
て
、滋
賀
同
友
会

2
0
2
4
年
新
春
例
会・賀
詞
交
換
会
が
1
2
1
人（
内
会

員
96
人
）の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。来
賓
に
は
、滋
賀
県

商
工
観
光
労
働
部
中
小
企
業
支
援
課
参
事
の
大
橋
伊
一
郎

様
始
め
大
勢
の
方（
後
述
）に
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、財
政
学・ア
メ
リ
カ
政
治
経
済
論
が
ご
専
門

の
、立
命
館
大
学
経
済
学
部
河
音
拓
郎（
か
わ
ね
た
く
ろ
う
）

教
授
よ
り「
日
本
経
済
の
現
局
面
と
中
小
企
業
の
進
路
〜

世
界
の
新
た
な
経
済
政
策
ト
レ
ン
ド
に
も
触
れ
て
〜
」を

テ
ー
マ
に
1
時
間
30
分
に
わ
た
っ
て
熱
く
ご
講
義
い
た
だ

き
ま
し
た
。

【
２
】高
圧
経
済
化
と
新
し
い
経
済

政
策
へ
の
転
換
と
の
峡
間
に

あ
る
先
進
国
経
済

　

1
9
8
0
年
以
降
、世
界
各
国
は
緊

縮
財
政
を
敷
き「
小
さ
な
政
府
」で
民

間
の
経
済
活
動
拡
大
を
図
っ
て
き
た
。

そ
の
こ
と
も
あ
り
2
0
0
8
年
の
世
界

金
融
危
機
以
降
、世
界
経
済
は
長
期
停

滞
に
入
っ
た
が
、新
た
な
政
府
の
役
割
と

し
て「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
志
向
の
大
き
な
政

府
」「
デ
ザ
イ
ナ
ー・エコ
ノ
ミ
ー
」（
気
候

変
動
政
策
、先
端
技
術
への
投
資
、教
育

と
子
育
て
支
援
に
向
け
て
政
府
主
導

で
投
資
す
る
）で
対
応
を
進
め
て
き
た
。

他
方
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
イ
ン
フ
レ
が
拡

大
し
、欧
米
各
政
府
は
利
上
げ
で
対
応
。

こ
の
こ
と
で
2
0
2
2
年
か
ら
23
年
で

イ
ン
フ
レ
の
ピ
ー
ク
が
来
て
い
る
。今
で

は
利
下
げ
の
余
地
も
出
て
い
る
。日
本

は
イ
ン
フ
レ
要
因
が
欧
米
と
は
違
う
の

で
、同
じ
よ
う
な
形
に
は
な
ら
な
い
。

【
3
】コ
ス
ト
削
減
＝
デ
フ
レ
構
造

の
日
本
経
済
の
長
期
停
滞

と
そ
の
隘
路
の
顕
在
化

　

日
本
経
済
は
、1
9
9
0
年
代
の
バ

ブ
ル
崩
壊
後
の
財
政・金
融
緩
和
依
存

に
な
っ
て
い
る
。バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
知

識
集
約
型
構
造
へ
の
転
換
が
遅
れ
、あ

い
も
変
わ
ら
ず「
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
経
営
」

を
続
け
る
こ
と
で
、デ
フ
レ
経
済
か
ら
の

脱
却
が
で
き
な
い
。一
方
で
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
で
あ
る「
ト
ヨ
タ
」な
ど
は
、現
地

で
販
売
す
る
商
品
は
現
地
で
製
造
す

る
形
態
が
定
着
し
て
い
る
。日
本
国
内

で
の
需
要
が
低
迷
し
て
も
本
体
は
揺
る

が
な
い
。2
0
0
0
年
代
の
小
泉
構
造

改
革
で
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
＝
デ
フ
レ
の
促

進
が
な
さ
れ
、2
0
1
0
年
代
の
世
界

金
融
危
機
、東
日
本
大
震
災
、コ
ロ
ナ・

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
財
政・金
融
政

策
の
総
動
員
が
な
さ
れ
、そ
の
依
存
は

今
も
変
わ
ら
ず
、債
務
に
脅
か
さ
れ
て

い
る
。欧
米
が
イ
ン
フ
レ
対
応
で
利
上

げ
を
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
取
ろ
う
と
躍
起

に
な
る
中
、日
本
政
府
の
債
務
残
高
が

高
す
ぎ
る
の
で
、長
期
金
利
を
上
げ
ら

れ
ず
に
い
る
。日
銀
が
長
期
金
利
を
上

げ
る
と
、日
本
政
府
自
体
の
財
政
が
持

た
な
い
。金
利
差
に
よ
って
レ
ー
ト
は
欧

米
に
偏
る
。こ
の
こ
と
で
日
本
は
円
安

の
ま
ま
で
あ
る
。

【
４
】日
本
の
中
小
企
業
が

直
面
す
る
課
題
と
役
割

　

日
本
の
失
わ
れ
た
30
年
。日
本
は
赤

字
国
債
に
頼
っ
て
カ
ン
フ
ル
剤
を
打
ち

続
け
た
こ
と
で
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
投
資
は
、80
年

か
ら
は
3
倍
く
ら
い
に
な
っ
た
が
、

2
0
0
0
年
以
降
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

安
倍
政
権
で
、新
し
い
カ
ン
フ
ル
剤
と

し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
期
待
し
て

い
る
。し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
・パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
な
く
な
り
、

観
光・サ
ー
ビ
ス
業
が
壊
滅
状
態
に
陥

り
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
発
生
し
て
い
る
。こ
ん
な
状
況

で
外
国
人
観
光
客
は
リ
ピ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
く
れ
る
の
か
？
こ
の
需
要
で
持

続
可
能
な
の
か
？

　

日
本
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
ゼ
ロ
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
自
給

率
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、乗
り
切

れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、構
造
的
に
問

題
が
あ
る
。日
本
は
、デ
フ
レ
脱
却
の
た

め
に
値
上
げ・賃
上
げ
を
セ
ッ
ト
で
や

る
必
要
が
あ
る
。

　

慶
應
大
学
の
小
熊
英
二
教
授
に
よ
る

と「
低
賃
金
労
働
あ
り
き
」構
造
か
ら

脱
却
す
る
必
要
を
説
く
。そ
の
た
め
に

は
、最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
が
必
要
と
。

し
か
し
、マ
ク
ロ
で
言
う
の
は
い
い
け
れ

ど
も
ミ
ク
ロ（
中
小
企
業
の
現
場
）で

対
応
で
き
る
の
か
？
が
課
題
。

　

日
本
に
は
、な
ぜ
投
資
し
な
い
の
か
？

日
本
経
済
の
低
迷
の
原
因
と
さ
れ
て
い

る
の
は「
付
加
価
値
生
産
性
の
低
さ
」

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、こ
こ
で
い
う
付
加

価
値
生
産
性
は
あ
く
ま
で（
G
D
P

な
ど
の
）数
値
で
し
か
な
い
。付
加
価
値

生
産
性
で
は「
品
質
」を
問
わ
れ
な
い
。

統
計
的
に
、世
界
の
産
業
別
生
産
性
を

み
く
ら
べ
て
み
る
と
、欧
米
と
日
本
と

で
は
製
造
業
で
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

が
、サ
ー
ビ
ス
業
や
情
報・宿
泊
観
光
で

は
日
本
の
生
産
性
は
低
い
と
さ
れ
て
し

ま
う
。あ
く
ま
で
統
計
は
金
額
ベ
ー
ス

だ
か
ら
。こ
こ
に「
質
」を
入
れ
る
と
変

わ
って
く
る
は
ず
な
の
に
。

【
ま
と
め
】

　

河
音
教
授
か
ら
、我
々
中
小
企
業
家

に
突
き
つ
け
ら
れ
た
課
題
は「『
質
』の

生
産
性
」を
高
め
る
努
力
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。コ
ス
ト

を
カ
ッ
ト
す
る
こ

と
で
生
産
性
を
上

げ
る
と
い
う
こ
と

に
は
も
う
限
界
に

来
て
い
ま
す
。適

正
な
価
格
転
嫁

と
給
与
水
準
の

ア
ッ
プ
を
進
め
る

に
は
、同
友
会
の

「
経
営
指
針
を
創

る
会
」で
問
わ
れ

る「
自
社
の
固
有

の
役
割
」は
な
ん

な
の
か
？
自
社
の

10
年
後
の
可
能
性

は
な
ん
な
の
か
？
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

た
と
え
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
あ
って
も
、

自
社
の
製
品
の
価
格
は
自
社
で
決
め

る（
コ
ア・コ
ン
ピ
タ
ン
ス
）こ
と
の
で
き
る

「
強
み
」が
不
可
欠
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
世
界
的
に「
大
転

換
期
」に
差
し
掛
か
って
い
る
こ
ん
に
ち
、

「
国
民
と
地
域
と
共
に
歩
む
中
小
企

業
」の
矜
持
を
も
っ
て
、夢
と
希
望
を

社
員
さ
ん
と
共
に
抱
い
て
、自
社
も
滋

賀
同
友
会
も
大
変
換
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

る
記
念
講
演
で
し
た
。

（
記　

川
邉
和
明
）

2024年新春例会を開催

講　師
河音 琢郎 氏
立命館大学経済学部 教授

ご来賓の皆さま
名  前 会社名 役職

大橋伊一郎 滋賀県商工観光労働部中小企業支援課 参事
河 上 大 樹 草津市商工観光労政課 主査

村 木 裕 二 ㈱日本政策金融公庫 大津支店 中小企業事業統轄

藤居耕次郎 ㈱商工組合中央金庫 支店長

奥 田 芳 久 ㈱滋賀銀行 地域振興グループ長

西 山   悟 滋賀中央信用金庫 本店営業部 営業部長

赤 井   靖 長浜信用金庫 七条支店 支店長

今 岡 久 登 京都信用金庫 滋賀支店 支店長

平 元 俊 明 ㈱京都銀行 草津支店 支店長

筒 井 長 徳 龍谷大学龍谷エクステンションセンター 産学連携コーディネーター
増 田 英 紀 びわこ成蹊スポーツ大学 キャリア支援課 課長

清水ひとみ 公明党 滋賀県議団 議員

坂 田 広 志 日本労働組合総連合会滋賀県連合会 組織拡大局長
髙 岡 光 浩 滋賀県労働組合総連合 議長

（敬称略・順不同）

あ 

い 

ろ

https://shiga.doyu.jp/regular_meeting/2024%e5%b9%b4%e6%96%b0%e6%98%a5%e4%be%8b%e4%bc%9a%e3%83%bb%e8%b3%80%e8%a9%9e%e4%ba%a4%e6%8f%9b%e4%bc%9a%e3%82%92121%e4%ba%ba%e3%81%ae%e5%8f%82%e5%8a%a0%e3%81%a7%e9%96%8b%e5%82%ac
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い
ま
す
。

　

当
日
は
実
際
に
教
室
の
内
外
か
ら
授

業
の
様
子
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。3
年
生
は
期
末
テ
ス
ト
に
向
け

て
数
学
の
勉
強
を
し
て
い
る
ク
ラ
ス
も
あ

れ
ば
、タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
文
章
作
成
を

し
て
い
る
ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。2
年

生
は
学
年
合
同
で
卒
業
式
に
向
け
た
送

辞
の
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。1
年
生
は

数
学
検
定
や
ワ
ー
プ
ロ
検
定
の
た
め
の
準

備
を
し
て
い
ま
し
た
。ど
の
ク
ラ
ス
を
見
て

も
ふ
ざ
け
た
り
無
駄
話
を
し
た
り
す
る

こ
と
な
く
、み
な
さ
ん一心
に
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
る
姿
に
は
感
心
い
た
し
ま
し
た
。

　

見
学
後
は
先
生
た
ち
と
意
見
交
換
、

質
疑
応
答
な
ど
を
行
い
、宮
川
ユニ
バ
ー
サ

ル
委
員
長
か
ら
は
ぜ
ひ
、高
等
養
護
学
校

か
ら
同
友
会
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

も
実
現
し
た
い
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
ま

し
た
。ユニ
バ
ー
サ
ル
委
員
会
で
は
2
か
月

に
1
回
ぐ
ら
い
の
割
合
で
企
業
や
学
校
の

見
学
を
さ
せ
て
頂
い
た
り
、直
に
お
話
を

伺
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。ま
ず
は
障
害
者

を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。会
員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
可
能

で
す
の
で
機
会
を
作
っ
て
参
加
す
る
価
値

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
記　
ユニ
バ
ー
サ
ル
委
員　

岩
泉
匡
洋
）

ア
メ
リ
カ
横
断
の
旅
か
ら
得
た

出
会
い
と
気
づ
き

　

1
月
12
日（
金
）11
時
か
ら
13
時
ま
で
、

高
島
支
部
ラ
ン
チ
交
流
会
が

N
A
IL+CA

FE 
éclat

で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。報
告
者
はN

A
IL+CA

FE éclat

代
表
の
大
辻
ひ
か
り
さ
ん
。10
月
か
ら

11
月
に
か
け
て
行
っ
た
ア
メ
リ
カ
横
断
の

旅
を
報
告
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

行
先
は
ハ
ワ
イ
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か
ら

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で
。「
今
行
か
な
い
と
、今

し
か
行
け
な
い
」と
の
強
い
想
い
か
ら
行

動
す
る
体
験
談
は
ア
メ
リ
カ
経
済
の
強

さ
、文
化
の
違
い
、働
き
方
を
学
べ
る
内
容

で
し
た
。ハ
ワ
イ（
ホ
ノ
ル
ル
）で
は
物
価
の

高
さ
に
驚
き
、友
人
が
暮
ら
す
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）へ
。友
人
宅
は
普

通
に
庭
が
あ
り
プ
ー
ル
付
き
！
ご
主
人
は

家
族
が
最
優
先
で
在
宅
勤
務
。子
育
て

を
夫
婦
で
す
る
こ
と
は
当
た
り
前
、子
供

を
安
心
し
て
育
て
る
環
境
が
多
く
あ
る

よ
う
で
す
。デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
は
、家
族

全
員
と
ミ
ッ
キ
ー
の
T
シ
ャ
ツ
を
着
て

（
笑
）。カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
は
ワ
イ
ナ

リ
ー
も
多
く
あ
り
家
族
経
営
か
ら
大
き

く
成
長
さ
れ
る
と
の
こ
と
。独
自
ブ
ラ
ン

ド
は
そ
の
場
に
行
か
な
い
手
に
入
ら
な
い

（
飲
め
な
い
）と
の
こ
と
。

　

ロ
ス
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
で
は
、友
人
の
ご

主
人
か
ら
は「
1
人
で
は
絶
対
に
行
か
な

い
で
ね
」と
。近
隣
の
ベ
ガ
ス
や
サ
ン
デ
ィ
エ

ゴ
な
ど
も
満
喫
し
西
海
岸
の
サ
ン
セ
ッ
ト

で
癒
さ
れ
感
動
。ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
安
全

な
乗
り
物
探
し
や
、服
装
や
食
事
な
ど
か

ら
経
済
的
な
違
い
、マ
ン
ハッ
タ
ン
の
夜
景
、

ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
な
ど
の
芸
術
作
品
鑑
賞
、

そ
し
て
会
い
た
か
っ
た
人
と
の
出
会
い
か

ら
ブ
レ
な
い
生
き
方
を
共
有
！

　

た
く
さ
ん
の
刺
激
が
あ
っ
た
旅
の
経

験
談
を
、イ
キ
イ
キ
し
た
表
情
で
報
告

さ
れ
て
い
た
大
辻
さ
ん
の
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

（
記　

川
原
林
弘
康
）

ま
ず
は
障
害
者
を

知
る
こ
と
か
ら
始
め
る

　

1
月
30
日（
火
）9
時
30
分
か
ら
11
時

45
分
ま
で
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
委
員
を
中
心
に

同
友
会
会
員
11
名
で
甲
南
高
等
養
護
学

校
の
見
学
に
伺
い
ま
し
た
。

　

副
校
長
の
お
話
に
よ
る
と
、当
校
は
1

学
年
24
名
で
県
下
の
特
別
養
護
学
校
の

中
で
も
一
番
規
模
が
大
き
く
、県
立
学
校

（
高
校
も
含
め
て
）の
中
で
も
一番
競
争
倍

率
の
高
い
人
気
校
で
す
。同
じ
敷
地
内
に

あ
る
甲
南
高
校
と
は
校
長
先
生
も
兼
務

で
制
服
も
共
通
、部
活
動
も
一緒
に
行
って

甲
南
高
等
養
護
学
校
見
学

高
島
支
部
ラ
ン
チ
交
流
会

　

五
十
棲
さ
ん
は
2
0
1
9
年
の
在

学
中
に
、滋
賀
大
学
初
認
定
ベ
ン

チ
ャ
ー
と
し
て
大
学
の
教
員
2
名
と

共
に
㈱
イ
ヴ
ケ
ア
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

企
業
理
念
は「
優
し
い
眼
差
し
に
満

ち
た
、well-being

な
社
会
の
実
現
」

で
、こ
の
理
念
を
基
に「
ス
ト
レ
ス
と
向

き
合
う
」ラ
イ
フ
ス
キ
ル
を
習
得
す
る

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
の
ひ
と
つ
の
サ
ー
ビ
ス

は
、髪
の
毛
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
デ
ー

タ
を
測
定
す
る
こ
と
で
過
去
3
カ
月

程
の
ス
ト
レ
ス
状
態
が
分
か
る
と
い
う

も
の
。ホ
ル
モ
ン
を
分
析
し
て
ス
ト
レ
ス

を
評
価
し
、従
来
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク

の
大
半
が
自
己
分
析
に
よ
る
も
の
に

比
べ
て
、測
定
結
果
を
通
じ
て
自
身
が

身
体
的
に
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か

を
分
析
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
が
特
徴
。そ
う
す
る
こ
と
で
、自

身
が
ど
う
い
う
時
に
気
分
が
落
ち
、ど

う
い
う
時
に
頑
張
れ
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
、自
分
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
、時
代
に
沿
っ
た
新
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

五
十
棲
さ
ん
は
事
業
を
通
し
て
、

思
っ
て
い
た
よ
り
日
本
人
の
メ
ン
タ
ル

は
危
機
的
状
況
に
あ
る
と
気
付
き
ま

し
た
。生
活
満
足
度
が
下
が
り
、特
に

若
い
世
代
の
自
殺
率
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。今
ま
で
は
稼
ぐ
こ
と
が
幸
せ
で

あ
り
、良
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
こ

と
が
良
い
状
態（
幸
せ
）だ
と
考
え
ら

れ
て
来
ま
し
た
。し
か
し
、こ
れ
か
ら

は〝
稼
ぐ
こ
と
＝
幸
せ
で
あ
る〝
と
い

う
方
程
式
は
必
ず
し
も
成
立
せ
ず
、

良
い
状
態（W
ell-being

）こ
そ
が
良
い

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
つ
な
が
る
、と
い
う
考

え
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
き
て
い
る

と
も
。そ
う
いっ
た
面
で
も
、五
十
棲
さ

ん
の
サ
ー
ビ
ス
は
今
後
私
た
ち
の
社
会

生
活
に
お
い
て
大
き
な
助
け
と
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

五
十
棲
さ
ん
に
は
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
が
3
つ
あ
り
ま
す
。

①
売
上
は
役
務
の
提
供
で
は
な
く
、

ビ
ジ
ョン
の
共
有

商
品
が
売
れ
る
＝「
誰
か
の
役
に

立
っ
て
い
る
」と
す
る
と
、役
に
立
た

な
く
な
れ
ば
売
れ
な
く
な
る
。し
か

し「
同
じ
未
来
を
目
指
す
仲
間
」で

あ
れ
ば
、損
切
り
さ
れ
な
い
、顧
客

に
と
って
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
に
な
れ
る
。

②
ブ
レ
な
い
企
業
理
念
を
つ
く
る

Purpose

（
目
的
）Well-being

な

社
会
の
実
現

V
ision

（
理
念
）優
し
い
眼
差
し
に

満
ち
た
経
営

M
ission

（
課
題
）Well-being

の

社
会
的
な
価
値
の
認
知
や
向
上
に

貢
献
す
る

売
上
、利
益
は
指
標
で
あ
り
、増
益

が
目
的
で
は
な
い
。Purpose

が

一
番
大
切
で
、そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
にV

ision

、Mission

が
支
え

て
い
る
。

③
夢
は
、バ
ー
ム
ク
ー
ヘン
の
よ
う
に

つ
く
り
、語
る

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
つ
く
る
と
き
は

「
芯
」が
あ
り
、周
り
の
生
地
が
何

層
に
も
積
み
重
な
り
出
来
て
い
る
。

大
事
な
の
は
同
じ
芯
に
巻
く
こ
と

で
あ
る
。常
に
思
考
し
学
ぶ
事
が

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
巻
く
こ
と
で
あ

り
、そ
れ
を
言
葉
に
し
、語
る
こ
と

が
大
切
。

　

最
後
に「
い
ろ
ん
な
人
を
巻
き
込
ん

で
、Well-being

な
社
会
を
実
現
し

た
い
と
い
う
熱
を
感
じ
て
欲
し
い
」と

宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
2
0
2
5
年
の
大
阪
万
博

出
展
が
待
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。よ
り

多
く
の
方
に
イ
ヴ
ケ
ア
の
サ
ー
ビ
ス
が

広
が
り
、Well-being

な
社
会
実
現

に
向
け
て
の
大
き
な
一
歩
と
な
る
こ
と

を
切
に
願
い
ま
す
。当
日
の
参
加
者
は

W
ell-being

と
い
う
名
の
バ
ー
ム
ク
ー

ヘン
を
巻
き
始
め
ま
し
た
。

（
記　

小
杉
裕
）

テ
ー
マ 

「
学
生
起
業
家
の
未
知
へ
の
挑
戦
」

青年部例会
（報告）

日
時
：
1
月
26
日（
金
）18
時
30
分
〜
20
時
50
分
　
会
場
：
キ
ラ
リ
エ
草
津
　
参
加
者
：
32
人

報
告
者
　
五
十
棲 

計 

さ
ん
　
㈱
イ
ヴ
ケ
ア 

代
表
取
締
役
社
長
C
E
O

https://shiga.doyu.jp/youth/youth_report/id_10980

